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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジであって、
　　液体貯蔵部分であって、
　　　液体エアロゾル形成基体を保持するためのハウジングであって、前記ハウジングが
開口部を持つものを含み、
　　　前記液体貯蔵部分が相互に流体連通した少なくとも２つの部分を含み、前記液体貯
蔵部分の第一の部分が、
　　　　－　前記ハウジングの前記開口部の近くに提供されている第一の毛細管材料と、
　　　　－　前記第一の毛細管材料と流体接触し、前記第一の毛細管材料により前記開口
部と間隙を介している第二の毛細管材料とを含み、前記第一の毛細管材料の平均空孔サイ
ズまたは空隙率が、前記第二の毛細管材料の前記平均空孔サイズまたは空隙率よりも小さ
く、
　　　前記液体貯蔵部分の第二の部分が、液体状のエアロゾル形成基体を保持するための
容器を含み、前記液体を前記第二の毛細管材料に供給し、
前記ハウジングの前記開口部を横切って延びる流体透過性ヒーター組立品をさらに含む、
カートリッジ。
【請求項２】
　前記第一の毛細管材料が０．１～５０μｍの繊維サイズまたは空孔サイズを持つ、請求
項１に記載のカートリッジ。
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【請求項３】
　前記第一の毛細管材料が、２ｇ／ｍｌ未満の密度を持つ、請求項１～２のいずれか１項
に記載のカートリッジ。
【請求項４】
　前記第二の毛細管材料が１～１００μｍの繊維サイズまたは空孔サイズを持つ、請求項
１～３のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項５】
　前記第二の毛細管材料が１ｇ／ｍｌ未満の密度を持つ、請求項３または４に記載のカー
トリッジ。
【請求項６】
　前記第一の毛細管材料または前記第二の毛細管材料が、その有効な空孔サイズが減少す
るように、前記ハウジング内で圧縮される、請求項１～５のいずれか１項に記載のカート
リッジ。
【請求項７】
　前記第一の毛細管材料および前記第二の毛細管材料が同一の毛細管材料要素の異なる領
域を含む、請求項１～６のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項８】
　前記ハウジング内に配置された時に前記毛細管材料の圧縮が、前記毛細管材料の前記空
孔サイズまたは空隙率が前記ヒーター組立品に向けて連続的に減少するような圧縮である
、請求項１～７のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項９】
　前記第一および前記第二の毛細管材料が、材料の連続片から一体型の要素として形成さ
れ、それによって前記要素の一方の端での断面が増大する、請求項１～８のいずれか１項
に記載のカートリッジ。
【請求項１０】
　前記ハウジングの内部表面が円形断面を持つ正円柱の形状であり、毛細管材料の前記片
が円錐形である、請求項９に記載のカートリッジ。
【請求項１１】
　前記毛細管材料が円形の断面を持つ規則正しい円柱の形状を持ち、また前記ハウジング
の前記内部表面が開放端でテーパー付部分を含み、前記毛細管材料を前記ハウジングに挿
入後に前記毛細管材料がこのテーパー付部分によって圧縮される、請求項１０に記載のカ
ートリッジ。
【請求項１２】
　エアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジの製造方法であって、
　　－　第一の部分と第二の部分を持つハウジングを含む液体貯蔵部分を提供する工程で
あって、前記ハウジングが開口部を持つ工程と、
　　－　第一の毛細管材料が前記ハウジングの前記開口部の近くに提供されるように、第
一の毛細管材料を前記液体貯蔵部分の前記ハウジングの前記第一の部分内に配置する工程
と、
　　－　前記第二の毛細管材料が前記第一の毛細管材料と接触し、かつ前記第一の毛細管
材料によって前記開口部と間隙を介するように、第二の毛細管材料を前記液体貯蔵部分の
前記ハウジングの前記第一の部分内に配置する工程であって、前記第一の毛細管材料の平
均空孔サイズまたは空隙率が、前記第二の毛細管材料の前記平均空孔サイズまたは空隙率
よりも小さい工程と、
　　－　前記ハウジングの前記開口部を横切って延びる流体透過性ヒーター組立品を配置
する工程とを含み、
　前記液体貯蔵部分の前記第二の部分が実質的に空であり、液体状のエアロゾル形成基体
を保持するのに適切な、方法。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載のカートリッジを備えたエアロゾル発生システム
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。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はエアロゾル発生システムに関連する。特に、本発明は、電気的に作動する喫煙
システムなど、手持ち式のエアロゾル発生システムに関連する。本発明の態様は、エアロ
ゾル発生システム用のカートリッジ、特に、電気的に作動する喫煙システムに関連する。
【背景技術】
【０００２】
　１つのタイプのエアロゾル発生システムは、電気的に作動する喫煙システムである。電
池および制御電子回路を含む装置部分と、エアロゾル形成基体の補給品を含むカートリッ
ジ部分と、電気的に動作する気化器とを備えた、手持ち式の電気的に作動する喫煙システ
ムが周知である。エアロゾル形成基体の補給品および気化器の両方を備えたカートリッジ
は、時々「カートマイザー」と呼ばれることがある。気化器は、一般に、液体エアロゾル
形成基体に浸された細長い芯の周りに巻かれたヒーターワイヤーコイルを含む。エアロゾ
ル形成基体に浸された毛細管材料は、液体を芯に供給する。カートリッジ部分は、一般に
エアロゾル形成基体の補給品および電気的に動作する気化器だけでなく、ユーザーが使用
時に吸ってエアロゾルを口内に引き出すマウスピースも含む。
【０００３】
　一部のタイプの電気的に動作するエアロゾル発生装置では、エアロゾル形成液体の貯蔵
部は、タンク内に提供される。エアロゾル発生システム内で使用する時、液体が毛細管作
用によりタンクからコイル芯ヒーター組立品の芯に運ばれ、そこで液体が気化される。ユ
ーザーがマウスピースを吸う時、気流がヒーター組立品を流れ、発生したエアロゾルがユ
ーザーにより吸い込まれる。
【０００４】
　こうしたタンク装置の問題は、タンク内の液体エアロゾル発生基体が毛細管システムと
接触しない角度で装置が保持された場合に、システムがエアロゾルの発生を停止すること
である。その上、これらのシステムは、例えばタンクからの液体がコアを浸水させるか、
または気流経路を通して漏れる場合に、漏れる傾向があることがある。
【０００５】
　その他のシステムでは、カートリッジの液体貯蔵部分は毛細管媒体で充填される。液体
エアロゾル発生基体は毛細管材料内で保持され、芯に送達される。こうしたシステムでは
、上に言及した保持する角度および漏れのリスクの問題が低減されうる。ところが、一部
の残留液体が使用後に毛細管材料内に残り、無駄につながる。さらに、こうしたシステム
での吸煙送達では、使用中に毛細管媒体の飽和度が減少することにより一貫性がなくなる
ことがあり、これによって一定の高品質の喫煙の体験が許容されない。
【０００６】
　上に言及したかまたはその他の不利益のうち１つ以上を回避する、例えば、エアロゾル
発生基体液体の無駄を回避するカートリッジを持つことが望ましく、同時に、カートリッ
ジが使用されるエアロゾル発生システムのエアロゾル発生の性能が維持または改善される
ことが好ましい。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の第一の態様によれば、液体エアロゾル形成基体を保持するための液体貯蔵部分
を含む、エアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジ、例えば、電気的に動作
するエアロゾル発生システムが提供されている。液体貯蔵部分は、相互に流体連通した少
なくとも２つの部分を含む。液体貯蔵部分の第一の部分は、ヒーター組立品と、そのヒー
ター組立品と接触して提供されている第一の毛細管材料と、第一の毛細管材料と接触し、
ヒーター組立品から第一の毛細管材料によって間隙を介している第二の毛細管材料とを含
む。液体貯蔵部分の第二の部分は、液体状のエアロゾル形成基体を保持するための容器を
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含み、液体を第二の毛細管材料に供給するように配置されていることが好ましい。液体貯
蔵部分の第二の部分は、実質的に空で、液体状のエアロゾル形成基体を保持するのに適切
なタンクを備えうる。
【０００８】
　毛細管材料は、数回の吸煙用に十分な液体基体を保持する能力があるように設計される
ことが好ましい。毛細管材料はヒーターと接触して位置しているため、ヒーターは十分な
エアロゾル発生液体を有するエアロゾル発生液体の保持角とは独立して提供される。液体
貯蔵部分の残った内部体積は毛細管材料を含まず、エアロゾル発生液体を貯蔵するための
空のタンクを表す。通常の取扱い条件下で、エアロゾル発生媒体、特にエアロゾル発生喫
煙装置は、吸煙間で移動され、毛細管材料は新しいエアロゾル発生液体と規則的に接触し
再吸収する。
【０００９】
　少ない量の毛細管材料が使用されるため、カートリッジの使用後に毛細管材料内に残る
残留液体の量は、液体貯蔵部分全体が毛細管材料で充填される従来的なカートリッジより
も少ない。その上、性能テストでは、本発明のカートリッジを備えたエアロゾル発生喫煙
装置のＴＰＭ（全粒子状物質）収量は多くの例において、少なくとも現時点で入手可能な
カートリッジを備えたエアロゾル発生喫煙装置の性能に匹敵することが示されている。
【００１０】
　毛細管材料の液体容量は、吸煙３０～４０回以上に十分な液体を保持できるようにする
ことが好ましい。３秒間の吸煙は、約１ｍｇ～４ｍｇの液体、例えば３ｍｇ～４ｍｇの液
体を含みうる。毛細管材料の容量は、約３０ｍｇ～約１６０ｍｇの間であることが好まし
く、９０ｍｇ～約１６０ｍｇ以上であることが好ましく、または１００ｍｇ～１５０ｍｇ
、例えば１３０ｍｇであることがより好ましい。毛細管材料を構成する２つの層がある場
合、第一および第二の層の容量は、液体容量の約１０～２０重量パーセントが第一の層内
にあるようにする。例えば、毛細管材料の容量が吸煙３０回分である場合、第一の層の容
量は、吸煙約５回分とすることができ、また第二の層の容量は吸煙約２５回分とすること
ができる。
【００１１】
　特定のいかなる理論にも束縛されることなく、吸煙数回分（例えば吸煙３０回以上）の
用量を持つ毛細管材料によって、装置からの漏れのリスクが低減されると考えられる。毛
細管材料が小さすぎる場合には、喫煙にあたり、液体が貯蔵部から気化されることなく毛
細管材料およびヒーターを通して直に引き込まれ、漏れにつながる恐れがあると考えられ
る。また、９０ｍｇ以上の容量を持つことにより、貯蔵部内の液体が毛細管材料と直接接
触していない時でも多数回の吸煙分を装置から取り出すことができる。
【００１２】
　ヒーター組立品は、実質的に平面とすることができ、また導電性フィラメントを備える
ことができ、毛細管芯の周りにヒーターワイヤーに全く巻線を必要としない。
【００１３】
　導電性フィラメントは、単一平面内に位置しうる。平面のヒーター組立品は、製造時の
取り扱いが簡単にでき、丈夫な構造が与えられる。
【００１４】
　導電性フィラメントはフィラメント間の隙間を画定でき、隙間の幅は１０μｍ～１００
μｍとしうる。フィラメントは、使用時に気化されることになる液体が隙間内に引き出さ
れ、ヒーター組立品と液体の間の接触面積が増えるように、隙間内に毛細管作用を引き起
こさせうる。
【００１５】
　導電性フィラメントは１６０～６００メッシュＵＳ（±１０％）（すなわち、１インチ
当たりのフィラメント数が１６０～６００個（±１０％））のサイズのメッシュを形成し
うる。隙間の幅は７５μｍ～２５μｍが好ましい。メッシュの合計面積に対する隙間の面
積の比であるメッシュの開口部分の面積率は２５～５６％が好ましい。メッシュは異なる
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タイプの織物または格子の構造を使用して形成してもよい。別の方法として、導電性フィ
ラメントは互いに平行に並べられた一連のフィラメントで構成される。
【００１６】
　導電性フィラメントの直径は１０μｍ～１００μｍとすることができ、８μｍ～５０μ
ｍであることが好ましく、８μｍ～３９μｍであることがより好ましい。フィラメントは
、丸い断面を有してもよく、または平坦な断面を有してもよい。ヒーターフィラメントは
、シート材料（箔など）のエッチングによって形成されうる。これは、ヒーター組立品が
一連の平行のフィラメントを含む時、特に有利でありうる。ヒーター組立品がメッシュま
たはフィラメントの織物を含む場合、フィラメントは個別に形成され、まとめて編まれう
る。
【００１７】
　第一の態様に関連して説明した通り、ヒーター組立品は、第一の材料から作製された少
なくとも１つのフィラメントと、第一の材料とは異なる第二の材料異なるから作製された
少なくとも１つのフィラメントとを備えうる。
【００１８】
　ヒーター組立品は、それ上にフィラメントが支持される電気的に絶縁された基体を備え
うるが、フィラメントは基体内に形成される開口部を横切って延びる。電気的に絶縁され
た基体は適切な任意の材料を備えうるが、高温（摂氏３００度を超える）および急激な温
度変化に耐えうる材料であることが好ましい。適切な材料の一例は、Ｋａｐｔｏｎ（登録
商標）などのポリイミド膜である。
【００１９】
　ヒーター組立品は、複数のフィラメントと接触した導電性接点を備えうる。導電性接点
は、液体貯蔵部分のハウジングと電気的に絶縁された基体との間に提供されうる。導電性
接点は、フィラメントと電気的に絶縁された基体の間に提供されうる。開口部は絶縁層内
に形成されることができ、カートリッジは、互いに開口部の反対側に位置する２つの導電
性接点を備えうる。
【００２０】
　毛細管材料は、液体を材料の一方の端から他方へ能動的に運ぶ材料であることが好まし
い。毛細管材料は、ハウジング内で液体をヒーター組立品に運ぶのに有利に方向付けられ
る。
【００２１】
　第二の毛細管材料は繊維質の構造を備えうるが、ここで繊維は一般的にヒーターへの液
体中の移動の方向に方向付けられる。第一の毛細管材料は、あまり方向付けられていない
繊維を持ちうる。例えば、第一の毛細管材料はフェルトの構造を持ちうる。
【００２２】
　毛細管材料は繊維質または海綿状の構造を有する場合がある。毛細管材料は一束の毛細
管を含むことが好ましい。例えば、毛細管材料は複数の繊維もしくは糸、またはその他の
微細チューブを含む場合がある。繊維または糸は、一般的に液体をヒーターに移動するよ
うに整列されたものとしうる。別の方法として、毛細管材料は海綿体様または発泡体様の
材料を含む場合がある。毛細管材料の構造は多数の小さな穴またはチューブを形成し、そ
れを通して液体が毛細管作用によって移動できる。毛細管材料は適切な任意の材料または
材料の組み合わせを含みうる。適切な材料の例としては、海綿体または発泡体材料、繊維
または焼結粉末の形態のセラミック系またはグラファイト系の材料、発泡性の金属または
プラスチックの材料、例えば紡がれたかまたは押し出された繊維（酢酸セルロース、ポリ
エステル、または結合されたポリオレフィン、ポリエチレン、テリレンまたはポリプロピ
レン繊維、ナイロン繊維またはセラミックなど）でできた繊維性材料がある。毛細管材料
は異なる液体物理特性で使用されるように、適切な任意の毛細管および空隙率を有する場
合がある。液体は毛細管作用により毛細管装置を通過して移動できるようにする粘性、表
面張力、密度、熱伝導率、沸点および蒸気圧を含むがこれに限定されない物理的特性を持
つ。
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【００２３】
　毛細管材料は、ヒーター、例えば、導電性フィラメントと接触しうる。毛細管材料は、
フィラメント間の隙間に延びうる。ヒーター組立品は、毛細管作用により液体エアロゾル
形成基体を隙間に引き込みうる。毛細管材料は、実質的に開口部の全長にわたり、導電性
フィラメントと接触しうる。
【００２４】
　ハウジングは、２つ以上の異なる毛細管材料を含みうるが、ここでヒーター要素と接触
している第一の毛細管材料はより高い熱分解温度を持ち、第一の毛細管材料と接触してい
るが、ヒーター要素とは接触してない第二の毛細管材料はより低い熱分解温度を持つ。第
一の毛細管材料は第二の毛細管材料がその熱分解温度を上回る温度に晒されないように、
ヒーター要素を第二の毛細管材料から分離するスペーサーとしての役目を効果的に果たす
。本明細書で使用される場合、「熱分解温度」は、材料が分解を始め、ガス状の副産物を
発生することにより質量を損失する温度を意味する。第二の毛細管材料は、有利なことに
第一の毛細管材料よりも大きな容積を占めうるが、また第一の毛細管材料よりも多くのエ
アロゾル形成基体を保持しうる。第二の毛細管材料は、第一の毛細管材料よりも優れた芯
の性能を持ちうる。第二の毛細管材料は、第一の毛細管材料よりも安価でありうる。第二
の毛細管材料はポリプロピレンとしうる。
【００２５】
　第一の毛細管材料は、ケブラーフェルト、セラミック紙、セラミックフェルト、炭素フ
ェルト、酢酸セルロース、大麻フェルト、ＰＥＴ／ＰＢＴシート、綿パッド、多孔性のセ
ラミックディスクまたは多孔性の金属ディスクの群から選択することができる。
【００２６】
　好ましい材料には、ケブラーフェルト、セラミック紙、セラミックフェルト、多孔性の
セラミックディスクまたは多孔性の金属ディスクが含まれる。第一の毛細管材料は、ガラ
ス繊維紙またはフェルトを備えうる。第一の毛細管材料には、実質的に有機物を含まない
ことが好ましい。
【００２７】
　第一の毛細管材料の空隙率は、第二の毛細管材料の空隙率よりも小さいことが好ましい
。第一の毛細管材料の空孔サイズは、第二の毛細管材料の空隙率よりも小さいことが好ま
しい。空孔サイズは、例えば、毛細管材料の領域についての平均気孔サイズとして測定さ
れうる。こうすることで、エアロゾル発生基体がより効率的にヒーターに移動することが
わかる。本発明の広範な態様において、カートリッジは、ヒーターと、エアロゾル発生基
体をヒーターに供給するためのヒーターと接触した毛細管材料と含むものが提供されてい
るが、ここで、ヒーターに隣接した毛細管材料の領域の空隙率または空孔サイズは、ヒー
ターから離れた毛細管材料の領域の空隙率または空孔サイズよりも小さい。従って、単一
の材料、例えば、その１つ以上の寸法において空孔サイズの勾配を持つものを使用しうる
。
【００２８】
　第一の毛細管材料は、０．１～５０μｍの繊維サイズ／空孔サイズを持ちうるが、０．
５～１０μｍが好ましく、約４μｍが最も好ましい。第一の毛細管材料は、２ｇ／ｍｌ未
満の密度を持つが、約０．５ｇ／ｍｌが好ましい。
【００２９】
　第二の毛細管材料は、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリフェニレ
ンスルフィド（ＰＰＳ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフ
タレート（ＰＢＴ）、圧延不織布材料または圧延フェルトの群から選択されるいわゆる高
い保持性の材料（ＨＲＭ）としうる。第二の毛細管材料は高分子材料を含むことが好まし
い。材料は、例えば、疎水性を低減させるために被覆を含みうる。
【００３０】
　第二の毛細管材料は、１～１００μｍの繊維サイズ／空孔サイズを持ちうるが、１５～
４０μｍが好ましく、約２５μｍが最も好ましい。第二の毛細管材料は、１ｇ／ｍｌ未満
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の密度を持つが、０．１～０．３ｇ／ｍｌであることが好ましい。
【００３１】
　第一の毛細管材料は、ヒーター組立品を第二の毛細管材料から少なくとも０．８ｍｍ（
少なくとも１．５ｍｍ）の距離だけ分離しうるが、第一の毛細管材料を横切って十分な温
度降下を提供するために０．８ｍｍ～２ｍｍであることが好ましい。
【００３２】
　第一および第二の毛細管材料は同一の材料で製造することもでき、異なる空隙率または
異なる毛管作用を示すという点でのみ相互に区別されるようにできる。例えば第一の毛細
管材料は、圧縮されないかまたは少なくとも圧縮度が低い状態で使用されうる第二の毛細
管材料と比較して、その空孔サイズまたは空隙率が減少し、かつその毛管作用が増大する
ように圧縮できる。
【００３３】
　好ましい一つの実施形態で、第一および第二の材料は、同一基部材料の単一の連続的要
素から製造される。材料は、毛細管材料内でヒーター要素に向かって空孔サイズまたは空
隙率が減少し、例えば連続的に減少するように、空孔サイズまたは空隙率の勾配がヒータ
ー要素または開口部に向けた方向に方向付けられるように処理されることがより好ましい
。
【００３４】
　少なくとも第一の毛細管材料は、その有効な空孔サイズまたは空隙率が減少するように
、液体貯蔵部分のハウジングの第一の部分への挿入後に圧縮されることが好ましい。例え
ば、単一の連続的要素は、切頭円錐の形状を持ちうるが、ここで、切頭円錐の円形基部の
直径は、液体貯蔵部分の円筒形のハウジングの内径よりも大きく、一方で、円錐の切り取
られた尖端部の直径は、実質的に液体貯蔵部分の円筒形のハウジングの内径と対応する。
挿入後に、毛細管材料の円錐の基部での毛細管材料は、切り取られた尖端部の領域での場
合よりも圧縮される。より一層圧縮された材料は第一の毛細管材料を表し、圧縮がより低
い材料は第二の毛細管材料を表す。当業者であれば、結果的な圧縮の勾配は、毛細管要素
および液体貯蔵部分のハウジング用に選択した相対的形状に依存することを簡単に理解す
るだろう。
【００３５】
　特に好ましい実施形態において、毛細管要素は、円形断面および所定の直径を持つ規則
正しい円筒形の形状を持つ。ハウジングの内部表面は、毛細管材料が毛細管材料をハウジ
ングに挿入した後にそのテーパー付部分によって圧縮されるように、開口端にテーパー付
部分を含む。ハウジングの内部表面は、内径が連続的にカートリッジの開放端から閉鎖端
に向けて増大するように、円錐形状を持つことが好ましい。
【００３６】
　第一の毛細管材料および第二の毛細管材料は、同一の毛細管材料要素の異なる領域を含
みうる。ハウジング内に混入された時、毛細管材料の圧縮は、毛細管材料の空孔サイズま
たは空隙率が減少するか、またはヒーター組立品に向けて連続的に減少するように行いう
る。
【００３７】
　さらなる実施形態において、第一および第二の毛細管材料はまた、同一材料の単一の連
続片から形成される。毛細管材料は、５０％未満の量の厚さを持つ毛細管材料の長方形の
ウェブとしうるが、カートリッジの円筒形のハウジングの内径の約２５％であることが好
ましい。毛細管材料のウェブの幅は、ハウジングの周辺外周に対応する。毛細管材料のウ
ェブは、望ましい任意の長さを持つことができ、カートリッジのハウジングの長さの約半
分であることが好ましい。毛細管材料のウェブは、円筒形の形状を形成するように巻かれ
る。巻かれることにより、空孔サイズまたは空隙率の勾配が巻かれた毛細管材料のウェブ
の半径方向に得られるように、ウェブの中央部分はウェブの外側部分よりも高い度合いで
圧縮される。巻かれた毛細管材料の中央には、空気チャネルが形成される。管形の流体透
過性ヒーター要素は、ヒーターが巻かれた毛細管材料の内部表面と直接接触するように、
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空気チャネル内に提供される。毛細管材料が巻かれると、円筒の中心軸により近い材料部
分は、毛細管材料の半径方向の外側に位置する部分の材料よりも圧縮される。従って、こ
こでも空孔サイズの勾配が得られるが、ここで毛細管材料の空孔サイズは、毛細管材料内
でヒーター要素の方向に連続的に減少する。毛細管材料は、液体貯蔵部と流体連通し、こ
こで液体貯蔵部は、毛細管材料によって占有されていないハウジングの部分内に提供され
る。液体基体が空気の流れチャネルと直接的に連通しないように、ハウジング内に仕切り
が提供される。
【００３８】
　毛細管材料のウェブはまた、毛細管材料の液体保持属性が所定のエアロゾル発生システ
ムにとって最も適切な望ましい任意の方法で設計できるように、複数の層の毛細管材料を
備えうる。
【００３９】
　特定の好ましい実施形態において、１つの製造工程のみで、半径方向の勾配および発熱
体が含まれる一体の毛細管材料が得られるように、ヒーター要素は毛細管材料と一緒に巻
かれる。
【００４０】
　導電性フィラメントを通過する空気の流れが気化された液体エアロゾル形成基体に混入
されるように、液体貯蔵部分は導電性フィラメントの第一の側に位置し、気流チャネルは
導電性フィラメントの反対側から液体貯蔵部分に位置されうる。
【００４１】
　エアロゾル発生システムはハウジングを含むことが好ましい。ハウジングは細長いこと
が好ましい。ハウジングは適切な任意の材料または材料の組み合わせを含む場合がある。
適切な材料の例としては、金属、合金、プラスチックもしくはそれらの１つ以上の材料を
含有する複合材料、または、例えば、ポリプロピレン、ポリエーテルエーテルケトン（Ｐ
ＥＥＫ）およびポリエチレンなど、食品または医薬品の用途に適した熱可塑性物質が挙げ
られる。材料は軽量であり、脆くないことが好ましい。材料はＰＥＴ、ＰＢＴまたはＰＰ
Ｓを含みうる。
【００４２】
　エアロゾル発生システムは携帯型であることが好ましい。エアロゾル発生システムは従
来型の葉巻たばこや紙巻たばこと匹敵するサイズを持ちうる。喫煙システムの全長は、お
よそ３０ｍｍ～およそ１５０ｍｍとしうる。喫煙システムの外径は、およそ５ｍｍ～およ
そ３０ｍｍとしうる。
【００４３】
　エアロゾル形成基体はエアロゾルを形成できる揮発性化合物を放出する能力を持つ基体
である。揮発性化合物はエアロゾル形成基体の加熱により放出されうる。
【００４４】
　エアロゾル形成基体は植物由来材料を含みうる。エアロゾル形成基体はたばこを含みう
る。エアロゾル形成基体は、加熱に伴いエアロゾル形成基体から放出される揮発性のたば
こ風味化合物を含む、たばこ含有材料を含みうる。別の方法として、エアロゾル形成基体
は非たばこ含有材料を含みうる。エアロゾル形成基体は均質化した植物由来材料を含みう
る。エアロゾル形成基体は均質化したたばこ材料を含みうる。エアロゾル形成基体は少な
くとも一つのエアロゾル形成剤を含んでもよい。エアロゾル形成基体は、その他の添加物
および成分（風味剤など）を含みうる。
【００４５】
　液体貯蔵部分は開口部を含み、ヒーター組立品はハウジングの開口部を横切って延びる
ことが好ましい。ヒーター組立品は、ヒーター要素がその上に支持される電気的に絶縁さ
れた基体を備えうる。電気的に絶縁された基体は、適切な任意の材料を備えうるが、高温
（摂氏３００度を超える）および急激な温度変化に耐えることができる材料であることが
好ましい。適切な材料の一例は、Ｋａｐｔｏｎ（登録商標）などのポリイミド膜である。
電気的に絶縁された基体は、それ内に形成された開口部を持つことができ、ヒーター要素
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は開口部を横切って延びる。ヒーター組立品は、導電性フィラメントに接続された電気接
点を備えうる。
【００４６】
　本発明の第二の態様によれば、液体エアロゾル形成基体を保持するためのハウジングを
含む液体貯蔵部分を備えた、エアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジ、例
えば、電気的に動作するエアロゾル発生システムが提供されており、ここで液体貯蔵部分
は、相互に流体連通した少なくとも２つの部分を含む。液体貯蔵部分の第一の部分は、ハ
ウジングの開口部の近くに提供された第一の毛細管材料と、第一の毛細管材料に接触し、
かつ第一の毛細管材料によって開口部と間隙を介する第二の毛細管材料とを含む。液体貯
蔵部分の第二の部分は、実質的に空で、液体状のエアロゾル形成基体を保持するのに適切
なものとしうる。
【００４７】
　カートリッジはさらに、ハウジングの開口部を横切って延びる流体透過性ヒーター組立
品を含むことが好ましい。
【００４８】
　本発明の実施形態において、液体貯蔵部分の第一の部分は液体貯蔵部分の体積の５０％
未満を占有するが、１０％～３０％であることが好ましく、１５％～２５％であることが
より好ましく、約２０％であることが最も好ましい。
【００４９】
　毛細管材料は、液体エアロゾル発生基体がヒーター組立品またはカートリッジの開口部
に直接流れることができないように、液体貯蔵部分の第一の部分の断面全体を横切って延
びる。
【００５０】
　本発明のさらなる態様によれば、本発明によるカートリッジを備えるエアロゾル発生シ
ステムが提供されている。
【００５１】
　システムは、ヒーター組立品および電力電源に接続された電気回路をさらに備えうるが
、電気回路は、ヒーター組立品の、またはヒーター組立品の１つ以上のフィラメントの電
気抵抗をモニターし、ヒーター組立品または１つ以上のフィラメントの電気抵抗に依存し
てヒーター組立品への動力供給源を制御するよう構成される。
【００５２】
　電気回路はマイクロプロセッサを備えうるが、これはプログラム可能マイクロプロセッ
サでもよい。電気回路はさらなる電子構成要素を備えうる。電気回路はヒーター組立品へ
の動力供給源を調節するよう構成しうる。電力はシステムの起動後、ヒーター組立品に連
続的に供給することも、毎回の吸入ごとなど断続的に供給することもできる。電力は、電
流パルスの形態でヒーター組立品に供給されうる。
【００５３】
　システムはハウジングの本体内に電源を備えることが有利である。別の方法として、電
源はコンデンサーなど別の形態の電荷蓄積装置としうる。電源は、再充電を必要とするこ
とがあり、また１回以上の喫煙の体験のための十分なエネルギーの貯蔵が許容される容量
を持ちうる。例えば、電源は従来型の紙巻たばこ１本を喫煙するのにかかる一般的な時間
に対応する約６分間、または６分の倍数の時間にわたるエアロゾルの連続的な生成を許容
するのに十分な容量を持ちうる。別の例で、電源は所定回数の吸煙、またはヒーター組立
品の不連続的な起動を許容する十分な容量を持ちうる。
【００５４】
　エアロゾル発生システムはハウジングを含むことが好ましい。ハウジングは細長いこと
が好ましい。ハウジングは適切な任意の材料または材料の組み合わせを含む場合がある。
適切な材料の例としては、金属、合金、プラスチックもしくはそれらの１つ以上の材料を
含有する複合材料、または、例えば、ポリプロピレン、ポリエーテルエーテルケトン（Ｐ
ＥＥＫ）およびポリエチレンなど、食品または医薬品の用途に適した熱可塑性物質が挙げ
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られる。材料は軽量であり、脆くないことが好ましい。
【００５５】
　エアロゾル発生システムは携帯型であることが好ましい。エアロゾル発生システムは従
来型の葉巻たばこや紙巻たばこと匹敵するサイズを持ちうる。喫煙システムの全長は、お
よそ３０ｍｍ～およそ１５０ｍｍとしうる。喫煙システムの外径は、およそ５ｍｍ～およ
そ３０ｍｍとしうる。
【００５６】
　エアロゾル形成基体はエアロゾルを形成できる揮発性化合物を放出する能力を持つ基体
である。揮発性化合物はエアロゾル形成基体の加熱により放出されうる。
【００５７】
　エアロゾル形成基体は植物由来材料を含みうる。エアロゾル形成基体はたばこを含みう
る。エアロゾル形成基体は加熱に伴いエアロゾル形成基体から放出される揮発性のたばこ
風味化合物を含む、たばこ含有材料を含みうる。別の方法として、エアロゾル形成基体は
非たばこ含有材料を含みうる。エアロゾル形成基体は均質化した植物由来材料を含みうる
。エアロゾル形成基体は均質化したたばこ材料を含みうる。エアロゾル形成基体は少なく
とも一つのエアロゾル形成剤を含んでもよい。エアロゾル形成基体は、その他の添加物お
よび成分（風味剤など）を含みうる。
【００５８】
　システムは、マウスピースを含むことが好ましく、ここでカートリッジは、カートリッ
ジの開口部がマウスピースから離れた方を向く方向にシステムに挿入される。
【００５９】
　別の好ましい実施形態において、カートリッジは、カートリッジの開口部がマウスピー
スを向く方向にシステムに挿入される。使用状況に応じて、これらのカートリッジの方向
の一方が他方と比較して優れた性能を提供しうる。
【００６０】
　本発明のさらなる態様によれば、液体エアロゾル形成基体を保持するためのハウジング
を含む液体貯蔵部分であって、液体貯蔵部分がヒーター組立品を含むものと、ヒーター組
立品と接触して提供されている毛細管材料とを含むエアロゾル発生システムで使用するた
めのカートリッジが提供されているが、ここで、ヒーター組立品に隣接した毛細管材料の
領域の平均空隙率または空孔サイズは、ヒーター組立品から離れた毛細管材料の領域の平
均空隙率または空孔サイズよりも小さい。この領域の毛細管材料の部分を圧縮させて、そ
の空隙率または空孔サイズを減少させうる。液体貯蔵部分は、相互に流体連通した少なく
とも２つの部分、毛細管材料を含む液体貯蔵部分の第一の部分と、液体状のエアロゾル形
成基体を保持するための容器を含み、かつ液体を毛細管材料のより大きい空隙率または空
孔サイズの領域に供給する液体貯蔵部分の第二の部分とを含みうる。
【００６１】
　本発明はまた、第一の部品および第二の部品を持つハウジングを含む液体貯蔵部分を提
供する工程と、ヒーター組立品を提供する工程と、第一の毛細管材料がヒーター組立品と
直接接触して提供されるように、第一の毛細管材料を液体貯蔵部分のハウジングの第一の
部分内に配置する工程と、第二の毛細管材料が第一の毛細管材料と接触し、かつ第一の毛
細管材料によってヒーター組立品と間隙を介するように、第二の毛細管材料を液体貯蔵部
分のハウジングの第一の部分内に配置する工程とを含む、電気的に動作するエアロゾル発
生システムで使用するためのカートリッジを製造する方法に関連する。液体貯蔵部分の第
二の部分は、実質的に空であり、液体状のエアロゾル形成基体を保持するのに適切である
。
【００６２】
　緩んだ状態での空孔サイズまたは空隙率と比較してその空孔サイズまたは空隙率が減少
されるように、第一の毛細管材料はハウジングへの挿入時または挿入前に圧縮されること
が好ましい。
【００６３】
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　本発明の一つの態様は、ハウジングを含む液体貯蔵部分を提供する工程と、ヒーター組
立品を提供する工程と、毛細管材料がヒーター組立品と直接接触して提供されるように毛
細管材料を液体貯蔵部分のハウジング内に配置する工程とを含む、エアロゾル発生システ
ムで使用するためのカートリッジの製造方法をさらに提供するが、ここで、この方法は、
毛細管材料の部分の空隙率または空孔サイズが減少するようにハウジングの配置時または
配置前に毛細管材料の一部分を圧縮する工程を含む。
【００６４】
　本発明はまた、本明細書で電気的に作動する喫煙システムであると説明したエアロゾル
発生システムを提供する。
【００６５】
　「実質的に平面の」フィラメント配置という用語は、実質的に２次元の位相幾何学的マ
ニホールドの形態であるフィラメント配置を意味するために使用されることが好ましい。
従って、実質的に平面のフィラメント配置は、実質的に第３の寸法よりも大きい表面に沿
って２次元的に延びる。特に、その表面内での２次元的な実質的に平面のフィラメント配
置の寸法は、表面に対して垂直の第３の寸法よりも少なくとも５倍大きい。実質的に平面
のフィラメント配置の例は、２つの実質的に平行な表面間の構造であって、ここで、これ
らの２つの表面間の距離は実質的にその表面内の延長部分よりも小さい。一部の実施形態
で、実質的に平面のフィラメント配置は平面である。その他の実施形態で、実質的に平面
のフィラメント配置は１つ以上の寸法に沿って曲がっており、例えばドーム形状またはブ
リッジ形状を形成する。
【００６６】
　「フィラメント」という用語は、２つの電気接点間に配置された電気的な経路を意味す
るために使用されることが好ましい。フィラメントは、任意にいくつかの経路またはフィ
ラメントにそれぞれ枝分かれ・分岐させてもよく、またはいくつかの電気的な経路から１
つの経路に合流させてもよい。フィラメントは、丸、四角、平坦またはその他任意の断面
形態を持ちうる。フィラメントは、直線的または曲線的に配置されうる。
【００６７】
　「フィラメント配置」という用語は、１つの、または好ましくは複数のフィラメントの
配置を意味するために使用されることが好ましい。フィラメント配置は、例えば相互に並
列に配置された一連のフィラメントとしうる。フィラメントはメッシュを形成しうること
が好ましい。メッシュは、織物または不織布としうる。
【００６８】
　適切な場合には、本発明の一つの態様の特徴は、適切な任意の組み合わせで本発明の別
の態様に関連して提供されうることが理解される。
【００６９】
　本発明は以下の添付図面を参照しながら、例証としてのみであるがさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】図１ａ～１ｄは、本発明の実施形態による、カートリッジが組み込まれたシステ
ムの概略図である。
【図２】図２は、本発明の第一の態様による多孔性の媒体を持つカートリッジを示す。
【図３】図３は、図２に示すものと類似したカートリッジの分解図を示す。
【図４】図４は、ハウジングへの挿入後に多孔性材料の形状によって圧縮された単一の多
孔性の媒体を持つカートリッジを示す。
【図５】図５は、ハウジングへの挿入後にハウジングの内部表面の形状によって圧縮され
た単一の多孔性の媒体を持つカートリッジを示す。
【図６】図６は、円筒形の形状に巻かれ、中央に管状のヒーターが提供されている毛細管
材料を示す。
【発明を実施するための形態】
【００７１】
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　図１ａ～１ｄは、本発明の実施形態によるカートリッジを含む、エアロゾル発生システ
ムの概略図である。図１ａは、エアロゾル発生装置１０および別個のカートリッジ２０の
概略図であり、まとめて、エアロゾル発生システムを形成する。この例で、エアロゾル発
生システムは電気的に作動する喫煙システムである。
【００７２】
　カートリッジ２０は、エアロゾル形成基体を含み、装置内のくぼみ１８内に受けられる
ように構成される。カートリッジ２０は、カートリッジ内に提供されたエアロゾル形成基
体が消耗した時に、ユーザーによって交換可能であるべきである。図１ａは装置への挿入
直前のカートリッジ２０を示し、図１ａの矢印１はカートリッジの挿入方向を示す。
【００７３】
　エアロゾル発生装置１０は携帯型で、従来的な葉巻たばこまたは紙巻たばこに匹敵する
サイズを持つ。装置１０は、本体１１およびマウスピース部分１２を含む。本体１１は、
電池１４（リン酸鉄リチウム電池など）、制御電子回路１６およびくぼみ１８を含む。マ
ウスピース部分１２は、ヒンジ付接続部２１によって本体１１に接続され、図１ａ～１ｃ
に示す開位置と図１ｄに示す閉位置との間で移動可能である。マウスピース部分１２は、
カートリッジ２０の挿入および取り外しが許容されるように開位置に置かれ、また以下に
説明する通り、システムがエアロゾルの発生に使用される時に閉位置に置かれる。マウス
ピース部分は、複数の空気吸込み口１３および出口１５を含む。使用時に、ユーザーは出
口を吸うかまたは吸入して、空気を空気吸込み口１３からマウスピース部分を通して出口
１５に引き出し、その後、ユーザーの口または肺に入る。内部バッフル１７は、以下に説
明する通り、マウスピース部分１２を通してカートリッジを通過する空気の流れを強制す
るために提供される。
【００７４】
　くぼみ１８は円形断面を持ち、カートリッジ２０のハウジング２４を受けるサイズであ
る。電気コネクター１９は、制御電子回路１６および電池１４とカートリッジ２０上の対
応する電気接点との間に電気的接続を提供するために、くぼみ１８の側部に提供される。
【００７５】
　図１ｂは、カートリッジがくぼみ１１８に挿入され、カバー２６が取り外された図１ａ
のシステムを示す。この位置で、電気コネクターは、以下に説明する通り、カートリッジ
上の電気接点に対して支えられている。
【００７６】
　図１ｃは、カバー２６が完全に取り外され、マウスピース部分１２が閉位置に移動され
た図１ｂのシステムを示す。
【００７７】
　図１ｄは、マウスピース部分１２が閉位置にある図１ｃのシステムを示す。マウスピー
ス部分１２は、留め金機構により閉位置に保持される。閉位置にあるマウスピース部分１
２は、システムの向きに関係なく使用時に良好な電気的接続が維持されるように、電気コ
ネクター１９と電気的に接触した状態にカートリッジを保つ。マウスピース部分１２は、
マウスピース部分１２が閉位置にある時に、カートリッジの表面と係合し、剛直なマウス
ピースハウジング要素とカートリッジとの間で圧縮される環状の弾性要素を含みうる。こ
れにより、製作公差に関係なく、良好な電気的接続が維持される。
【００７８】
　当然、カートリッジと装置との間の良好な電気的接続を維持するためのその他の機構も
、別の方法としてまたは追加的に採用されうる。例えば、カートリッジ２０のハウジング
２４には、くぼみ１８の壁内に形成された対応するねじ山または溝（図示せず）と係合す
る溝またはねじ山（図示せず）が提供されうる。カートリッジと装置の間のねじ山による
係合は、正しい回転上の整列のほか、くぼみ内でのカートリッジの保持および良好な電気
的接続を確保するために使用できる。ねじ山による接続部は、カートリッジの半回転以下
だけ延びてもよく、または数回転だけ延びてもよい。別の方法として、または追加的に、
電気コネクター１９は、カートリッジ上の接点と接触するように偏りを持たせうる。



(13) JP 6711752 B2 2020.6.17

10

20

30

40

50

【００７９】
　当業者であれば、本開示による毛細管材料の配置を組み込んだその他のカートリッジ設
計を思い付くことができる。例えば、カートリッジはマウスピース部分を含んでもよく、
複数のヒーター組立品を含んでもよく、望ましい任意の形状を持つものでよい。その上、
本開示による毛細管組立品は既に説明したその他のタイプのシステムで使用することがで
き、これには加湿器、エアフレッシュナー、およびその他のエアロゾル発生システムなど
がある。
【００８０】
　上述の例示的な実施形態は例証するが限定はしない。上記で考察した例示的な実施形態
に照らすことにより、上記の例示的な実施形態と一貫したその他の実施形態は今や当業者
には明らかとなろう。
【００８１】
　図２に示すカートリッジは、２つの部分から成る液体貯蔵部分を備えたポリプロピレン
製のハウジング２４を含む。液体貯蔵部分の第一の部品３２は、第一の毛細管材料３６お
よび第二の毛細管材料３８を含む。液体貯蔵部分の第二の部品３４は、液体エアロゾル発
生基体で充填または部分的に充填ができる空のタンクである。
【００８２】
　カートリッジの上端部には、セラミック基体４２が提供されている。基体２４は開口部
４４を画定し、その反対側には電気接点（図示せず）を持つ。ヒーター要素４６は、基体
３２の電気接点に接続され、基体によって画定される開口部４４の上に延びる。
【００８３】
　第一の毛細管材料３６および第二の毛細管材料３８はどちらも、液体エアロゾル形成基
体を保持する。ヒーター要素４６と直接接触する第一の毛細管材料１６は第二の毛細管材
料３８よりも高い熱分解温度（少なくとも１６０℃以上、例えば約２５０℃など）を持つ
。第一の毛細管材料３６は、第二の毛細管材料３８がその熱分解温度を上回る温度に晒さ
れないように、ヒーター要素４６を第二の毛細管材料３８から分離するスペーサーとして
の役目を効果的に果たす。第一の毛細管材料３６全体での熱勾配は、第二の毛細管材料３
８がその熱分解温度を下回る温度に晒されるほどの熱勾配である。第二の毛細管材料３８
は第一の毛細管材料３６よりも優れた芯の性能を持つものを選択でき、単位体積あたり第
一の毛細管材料３６よりも多くの液体を保持でき、また第一の毛細管材料３６よりも安価
なものとしうる。この例では第一の毛細管材料３６はガラス繊維またはガラス繊維を含む
要素などの耐熱素子であり、また第二の毛細管材料３８は高密度ポリエチレン密度ポリエ
チレン（ＨＤＰＥ）、またはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）などのポリマーであ
る。
【００８４】
　図３は、図２のカートリッジと類似したカートリッジの分解図である。カートリッジは
、第一の部品３２および第二の部品３４を含む、一般的に円形の円筒形のハウジング２４
を含む。ハウジング２４の第一の部品は、液体エアロゾル形成基体に浸された第一および
第二の毛細管材料３６、３８を含む。この例では、エアロゾル形成基体は、３９重量パー
セントのグリセリン、３９重量パーセントのプロピレングリコール、２０重量パーセント
の水および風味剤、および２重量パーセントのニコチンを含む。ここでの毛細管材料は、
液体を一方の端から他方に能動的に運ぶ材料であり、適切な任意の材料から製造されうる
。この例では、毛細管材料はポリエステルから形成される。
【００８５】
　ハウジング２４は、ヒーター組立品が固定される開放端を持つ。ヒーター組立品は、そ
の中に形成された開口部４４を持つ基体４２と、基体４２に固定され相互にギャップ４０
により分離された一対の電気接点４８と、開口部４４上に延び開口部４４の反対側にある
電気接点４８に固定された抵抗性のヒーター要素４６とを含む。
【００８６】
　ヒーター組立品は、取り外し可能なカバー２６によって覆われる。カバー２６は、ヒー
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ター組立品に接着されるが簡単に剥がすことができる液体不透過性プラスチックシートを
含む。剥がす時にユーザーがカバーを掴むことができるように、タブがカバーの側面に提
供されている。接着は不透過性プラスチックシートをヒーター組立品に固定する方法とし
て説明されているが、消費者によってカバーが簡単に除去されうる限り、ヒートシールや
超音波溶接を含めた当業者に馴染みのあるその他の方法も使用されうることが、当業者に
は明らかとなろう。
【００８７】
　図４は、ハウジング２４が円形断面を持つ正円柱の形状を持つ実施形態を示す。第一お
よび第二の毛細管材料は同一の材料から製造され、切頭円錐の形状を持つ毛細管材料６０
の単一の連続片として一体成型される。円錐の切り取られた尖端の直径は、円筒形のハウ
ジングの内径に対応する。円錐の基部の直径は、円筒形のハウジングの内径の２倍の大き
さである。毛細管材料６０は、円錐の基部の表面が円筒形のハウジングの前面と同一面上
になるまで円筒形のハウジング２４に先端部を先にして挿入される。挿入後に、毛細管材
料４０が圧縮され、毛細管材料および円筒形のハウジングの相対的形状により、毛細管材
料６０の圧縮は円筒形のハウジングの端面に向けて増大する。同時に、ハウジングの端面
の近くにある毛細管材料の空孔サイズまたは空隙率が円筒形のハウジングの中心に位置す
る毛細管材料の空孔サイズまたは空隙率よりも小さくなるように、毛細管材料の空孔サイ
ズまたは空隙率が減少する。図４の右側にある円筒形のハウジングの開放端は、円筒形の
ハウジングの内側が、液体エアロゾル発生基体を保持するためのタンク貯蔵部を形成する
ように、閉じた状態で提供されている。他方の端には、図２および図３に図示したヒータ
ー組立品を提供できる。
【００８８】
　図５は、図４に図示した実施形態と類似した効果を持つ代替的な実施形態を示す。この
場合には、ハウジングの内部表面には、内部のテーパーがハウジング２４の一方の端に向
かうように円錐形状が提供されている。ここで図５の左側でのハウジング２４の内径は、
右側でのハウジング２４の内径の半分である。ここでも、第一および第二の毛細管材料は
同一の材料から製造され、毛細管材料６０の単一の連続片として一体成型される。毛細管
材料６０の片は、円形断面を持つ規則正しい円筒形の形状を持つ。毛細管材料６０の円筒
形の片の直径は、図５で右側でのハウジング２４の内径に対応する。毛細管材料６０は、
毛細管材料６０の端面が、円筒形のハウジングのより小さい直径の前面と、すなわち、ハ
ウジング２４の左側の端面と同一面になるまで、ハウジング２４に挿入される。ここでも
、挿入後に、毛細管材料６０が圧縮され、毛細管材料および円筒形のハウジングの相対的
形状により、毛細管材料６０の圧縮は円筒形のハウジング２４の左側の端面に向けて増大
する。同時に、ハウジングの端面の近くにある毛細管材料６０の空孔サイズまたは空隙率
が円筒形のハウジングの中心に位置する毛細管材料６０の空孔サイズまたは空隙率よりも
小さくなるように、毛細管の空孔サイズまたは空隙率が減少する。ここでも、図５の右側
にある円筒形のハウジングの開放端は、円筒形のハウジングの内側が、液体エアロゾル発
生基体を保持するためのタンク貯蔵部を形成するように、閉じた状態で提供されている。
ハウジングの他方の端面には、図２および図３に図示したヒーター組立品を提供できる。
【００８９】
　図６には、さらなる実施形態が図示されており、それによって円柱状のハウジングと併
用される毛細管材料５０のみが示されている。ここでも、第一および第二の毛細管材料は
同一材料５０の単一の連続片から形成される。毛細管材料は、カートリッジの円筒形のハ
ウジングの内径の約２５％の厚さを持つ毛細管材料の長方形片のウェブである。毛細管材
料のウェブの幅は、ハウジングの周辺外周に対応する。毛細管材料のウェブの長さは、カ
ートリッジのハウジングの長さの約半分である。毛細管材料のウェブは、円筒形の形状を
形成するように巻かれる。巻かれた毛細管材料の中央には、空気チャネル５２が形成され
る。管形の流体透過性ヒーター要素５４は、ヒーターが巻かれた毛細管材料５０の内部表
面５６と直接接触するように、空気チャネル５２内に提供される。毛細管材料が巻かれる
と、円筒の中心軸により近い材料部分５０ａは、毛細管材料の半径方向の外側に位置する



(15) JP 6711752 B2 2020.6.17

10

部分５０ｂの材料よりも圧縮される。従って、ここでも空孔サイズまたは空隙率の勾配が
得られるが、ここで毛細管材料５０の空孔サイズまたは空隙率は、毛細管材料内でヒータ
ー要素５４の方向に連続的に減少する。毛細管材料は、液体貯蔵部（図示せず）と流体連
通し、ここで液体貯蔵部は、毛細管材料によって占有されていないハウジングの部分内に
提供される。液体基体が空気の流れチャネル５２と直接的に連通しないように、ハウジン
グ内に仕切りが提供される。
【００９０】
　異なる領域で異なる空孔サイズまたは空隙率を持つ毛細管材料を獲得するために、異な
る方法および構成が可能であることが理解される。それぞれの例で、より小さい空孔サイ
ズまたは空隙率の領域は毛細管材料の一方の端に位置する。よって、より小さい空孔サイ
ズまたは空隙率の領域はヒーターに位置する。よって、空孔サイズまたは空隙率の勾配は
、エアロゾル発生基体液体をヒーターに引き出すための材料中の毛細管作用を向上させる
。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】 【図１Ｄ】

【図２】 【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】
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